
令和５年度 自己評価・学校関係者評価 報告書 
 
Ⅰ 自己評価 

１ 学校教育目標 

「自主、自律、自学」の校訓に基づき、社会的・職業的自立に向けた
基礎となる力を育て、グローバル社会の中で貢献できる生徒の育成
を目指す。  

２ 
スクール・ポリシー  

『 育 て た い 生 徒 像 』 

グラデュエーション・ポリシー（ＧＰ） 

『生徒をどう育てるか』 

カリキュラム・ポリシー（ＣＰ） 

『どんな生徒を待っているか』  

アドミッション・ポリシー（ＡＰ）  

・基礎的・基本的な知識・
技能を修得し、思考力・判
断力・表現力及び自ら考え
学ぶ意欲や態度を身につけ
た生徒 

・豊かな人間性や情操とと
もに、自らの行動に責任を
もち主体的に判断し行動す
る態度や、積極的に自己を
活かす能力を身につけた生
徒 

・自己の在り方や生き方を
考え、主体的に自らの進路
を考える能力や態度を身に
つけた生徒 

・地域社会への理解や関心
を深めるとともに、国際化
に対応できる能力を身につ
けた生徒 

・生徒の興味・関心を喚
起し、思考力を高める授
業の推進 

・信頼と愛情を基盤とし
、生徒理解に徹する指導
の推進 

・将来を見据えた体系的
なキャリア教育の推進 

・自主的、実践的な態度
とともに、豊かな人間関
係の育成 

 

・本校の教育目標及びグ
ラデュエーション・ポリ
シーを理解し納得すると
ともに、カリキュラム・
ポリシーに沿った教育に
進んで取り組む意欲のあ
る生徒 

・「自主、自律、自学」
を身につけ、「自分らし
い生き方」へ向かって進
む意欲のある生徒 

 

 

３ 評価する領域・分野 ◇教務部（教育課程・学習指導） 

４ 現状、生徒及び保護者等を 

対象とするアンケートの 

結果分析等 

○ＩＣＴ活用に関しては、教員間で誰もが利用できるスキルの共有が
進んだ。また、教科内外での情報交換により、教材の開発と蓄積も
進んだ。 

○教員が毎時間タブレットを使用して授業を行い、生徒が能動的に活
動する場面が増えた。また、タブレットを使用した小テストや添削
を導入した教科もあり生徒の主体性の向上だけでなく、教員の働き
方改革にもつながった。 

▲タブレットの落下による破損は減ったが、登下校の際の破損が増え
た。 

▲観点別学習状況評価に関しては、各教科で研究を進め、何とか評価
することができたが、評価と指導の一体化というところまでは進ん
でいない。 

５ 今年度の具体的かつ明確な
  重点目標 

・ＩＣＴ活用と授業改善を両輪とした確かな学力の定着。 
・指導と評価の一体化の推進。 

６ 重点目標を達成するための
  校内における組織体制 

 
 
・教科、学年、分掌の枠を越えて、授業参観や情報交換を行う。 
・校内研修会を様々な形で実施する。 
・学校全体でデジタル化を進める。 
 
 

７ 目標の達成に必要な具体的な取組 ８ 達成度の判断・判定基準あるいは指標 

（１）校外の研修への積極的な参加と、そこで
得た成果の共有化 

（２）授業公開を通して、主体的な学びの促進
を図るためのＩＣＴ活用スキルの共有化 

（１）研修参加者数が増えたかどうかと、校内研修
会の実施状況。 

（２）校内における公開授業への参加状況。 
 



（３）タブレットの使用方法について、各学年
教科等で機会を捉えて指導 

（４）教科内外で観点別学習状況評価に関する
研究会の実施 

（３）タブレットの破損数が減ったかどうか。 
 
（４）指導と評価の一体化が進んだかどうか。 

９ 取組状況・実践内容等 10 評価視点  11  評 価 
・校外で実施された研修に２２名（４３講座）
の教員が参加し、そのスキルを各分掌、教科
等で共有した。また、校内研修会は一斉に行
うものを１３回実施した。 

・６月にすべての教員が同一教科内だけでなく
教科の垣根を越えて公開授業、授業参観を行
い、自己の教科へ導入できる手法の模索など
生徒が能動的に学ぶ授業についての研究を学
校全体で推進した。また、１１月には各教員
が生徒に対して授業評価を行い、各自の授業
改善を図った。 

・タブレットについては、故障は１０件で昨年
度とほぼ変わらないが、破損は１４件で昨年
度から半減した。全生徒分のカバーを購入し
て装着させたことが功を奏したと思われる。 

・観点別学習状況評価については、１、２年生
の２学年で行ったが、昨年度よりも携わる教
員が増えたことにより各教科での研究が進ん
だ。一方、課題も明らかになってきた。 

①研修参加者数と校内研修会の
実施状況 
【Ｒ４】２７名、５４講座 

 
②公開授業への参加状況 
 
 
 
 
 
③タブレット破損数 
【Ｒ４】故障１３、破損３１ 

 
 
 
④評価と指導の一体化の進捗状
況 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
 

 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
 
 
 
 
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

 

 

 

 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

12 
成
果
・ 

課
題 

○タブレットをはじめとするＩＣＴ機器やデジタル採点システム「百問繚乱」に
ついては、すべての教員が使用できるようになり、授業でＩＣＴ機器を使用す
ることが当たり前の状態となった。 

○タブレットの取り扱いについては、生徒に対する注意喚起を継続するとともに
全生徒のタブレットにカバーを装着することにより、破損が激減した。教員の
タブレットにもカバーを装着できるとより良い。 

▲現在、様々なものがデジタル化の方向に進んでいるが、アナログの方が良いこ
ともあるため、うまくバランスをとることが必要である。 

▲観点別学習状況評価については、各教科での研究が進んでいるが、まだ課題
が多い。指導と評価の一体化に向けて研究を継続する必要がある。 

 

 総 合 評 価 
 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
 

13 来年度に向けての改善方策案 
（１）ＩＣＴ機器の活用方法についての研究をさらに進めるとともに、ＴＰＯに応じてアナログとの

バランスをとっていきたい。 
（２）観点別学習状況評価については、他校の状況も参考にしながら、教務部を中心として評価方法

の研究を引き続き進めていきたい。また、ＩＣＴ活用と絡めながら、指導と評価の一体化を図
っていきたい。 

Ⅱ 学校関係者評価        実施年月日：令和６年１月３０日 

【意見・要望・評価等】 
・タブレットの使い方について、高校卒業後は大学等でキーボード入力も必要となるため、パソコンの
ような使い方も指導する必要があるというご意見をいただいた。 

・コロナ明けの授業形態についての質問をいただいた。基本的には対面授業に戻っているが、必要に応
じてオンライン授業を行っていることを説明したところ、生徒の反応を確認しながら授業を進めるこ
とが一番大事であるというご意見をいただいた。 

・授業評価についての記述が曖昧であったため、授業を評価するのは教員なのか生徒なのかという質問
をいただいた。生徒がアンケートに回答する形で教員の授業を評価するものであることを伝えたとこ
ろ、生徒の意見を吸い上げることはとても良いことであるという評価をいただいた。 

・観点別学習状況評価について、より詳しい説明を求められた。３観点の詳細、本校や他校の現状、今
後の予定を伝えたところ、生徒のためになるように研究を進めてほしいという要望をいただいた。 

 

 

 



３ 評価する領域・分野 ◇生徒指導 

４ 現状、生徒及び保護者等を 

対象とするアンケートの 

結果分析等 

アンケートでは本校の生徒指導に対して、生徒及び保護者から概ね良
好な評価を得ているが、各項目で本校の教育活動について「わからな
い」とする回答が一定数みられる。コロナ対応も徐々に緩和されてい
くことから、保護者や生徒が本校の教育方針をさらに理解できるよう
、活動を積極的に発信していくことが必要と考えられる。 

５ 今年度の具体的かつ明確な
  重点目標 

・生徒が自ら進んで挨拶できるよう指導する。 
・生徒の思い出に残るような学校行事の開催を目指し、生徒会や各委
員会が主体的に活動できるよう手助けをする。 
・不登校傾向の強い生徒に対する教育相談体制を強化する。 

６ 重点目標を達成するための
  校内における組織体制 

・挨拶、身だしなみに関する指導を全職員で行う。 

・生徒指導部を中心に、他の分掌と連携しながら全職員で学校行事の
実施にあたる。 

・担任、教育相談係を中心に情報共有をおこない、スクール相談員と
連携して教育相談にあたる。 

７ 目標の達成に必要な具体的な取組 ８ 達成度の判断・判定基準あるいは指標 
・挨拶や身だしなみをはじめとする生徒指導を全
職員で行う。 

・交通安全協会と連携して、ＭＳリーダーズによ
る交通安全運動を実施する。 

・教育相談係、担任や学年会、保健室、スクール
カウンセラーの連携を図る。 

 

・アンケートの実施、結果の分析 

・迷惑調査結果・遅刻統計結果 

・ボランティア活動記録 

９ 取組状況・実践内容等 10 評価視点  11  評 価 

・月間テーマで挨拶や身だしなみについての指導
。 

・交通安全協会と連携して、ＭＳリーダーズと職
員による交通安全運動の実施。地区交通安全推進
大会への参加とその報告。 

・教育相談係、担任や学年会、保健室、スクール
カウンセラーとの連携、教育相談の必要な生徒へ
の対応。 

 

① 毎月テーマを決めて指導す
ることができた。 

② 交通ルールやマナーの啓発
、ヘルメット着用の呼びか
けをおこなった。 

③ 悩みを持つ生徒の情報共有
をおこない、本人・保護者
の相談に乗るなど、寄り添
うことができた。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

12 
成
果
・ 

課
題 

○挨拶や身だしなみについて月間テーマで啓発をおこったほか、校門での指導や
普段の呼びかけで、挨拶や身だしなみについて生徒が意識して行動するよう
になった。 

〇年度当初は自転車による事故が頻発したが、自転車乗車時のルールやマナーを
呼びかけることで改善がなされた。 

〇教育相談係が学年と連携して、心配な生徒への声掛けや面談等をおこない、
生徒が抱える悩みを把握し、SCなどにつなぐことができた。 

〇コロナによる制限が明け、それ以前の学校祭や球技大会を知らない生徒や担
当職員が知恵を出し合い、行事を成功に導いた。 

▲自分自身の身だしなみを常に意識して行動できる生徒ばかりではないので繰り
返し指導をしていく必要がある。 

▲自転車事故は減少しているが、まわりに配慮したとは言えない行動の指摘が外
部からなされることがある。 

▲教育相談にかかわる案件が減少していない。 
 

 

 総 合 評 価 
 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
 

13 来年度に向けての改善方策案 
・職員研修会等を活用して、全職員の生徒指導意識の向上をはかる。 
・引き続き教育相談部会や学年会などで、生徒情報の共有強化をはかる。 
・学校行事の振り返りをおこない、改善していく。 

 

Ⅱ 学校関係者評価        実施年月日：令和６年１月３０日 

【意見・要望・評価等】 
・高校生が思っているよりも交通事故の危険性は高いので、生徒への注意喚起をお願いしたい。 

 



３ 評価する領域・分野 ◇進路指導部 

４ 現状、生徒及び保護者等を 

対象とするアンケートの 

結果分析等 

・コロナ下でも、学力とキャリア形成について３年間を見通した流れ
を生徒・保護者・職員に提示、進路指導の内実を満たせた。 

・進学指導重点校事業、ＩＣＴなどを有効活用できた。 
・推薦入試の実態の変化に合わせた規定の改善ができた。 
・外部に出かけてのキャリア意識醸成の機会が不十分だった。 
・受験期の学習支援が、コロナ禍や高校入試の制度変更によって、従
来のようにはできなかった。 

・新課程についての情報収集と対応を進める必要が高まった。 

５ 今年度の具体的かつ明確な
  重点目標 

・模試などのデータを分析し、生徒と学年会に向けて具体的な指針と 
なる情報提供を行う。 

・外部活力など、生徒のキャリア意識醸成に資する取り組みを積極的 
に展開する。 

・新課程入試をはじめ、進路に関する情報に対してアンテナを高くし 
校内の指導体制の改善に活かす。 

６ 重点目標を達成するための
  校内における組織体制 

・学年正担任２名ずつの進路指導部と副担任１名により、模試データ
分析と資料作成、学年集会等の企画を実施する。 

・卒業生の後輩支援登録者、多北コネクションなどの外部人材と、校
内職員の人脈を有効に活用する。 

・八校会をはじめとする進路指導担当者の連携。受験産業の営業担当
をはじめとする外部組織の活用。 

７ 目標の達成に必要な具体的な取組 ８ 達成度の判断・判定基準あるいは指標 

(1)従来よりも詳細なデータ分析を行った資料を 
作成し、学習の成果と課題を具体的かつ客観 
的に集会などで伝達する。 

(2)TSP、TGPの回数を増やす、校外研修などの機 
会を活かすなどして、生徒を様々な学問ジャ 
ンル、職種に関する情報に触れさせる。 

(3)各校の進路指導部との情報交換を密にすると 
共に、受験産業からの情報を校内に迅速に共 
有する。 

(1)各学年でコロナ下の時期より多く進路情報提供
の機会を設け、学力伸長に資することができた
か。 

(2)コロナ下の時期よりも多く、生徒の志望の実態
に即したキャリア意識醸成の機会を設定できた
か。 

(3)Teamsなどを活用し、進路指導部の連携が活発に
できたか。進路情報を、インフォメーションな
どを通じて校内に周知できたか。 

９ 取組状況・実践内容等 10 評価視点  11  評 価 

④ 従来よりも情報提供の機会を増やし、職員生
徒に共有できた。 

(2) コロナ前よりも多様な行事を実施し、多くの
生徒に刺激を与えることができた。 

(3) 新課程に関連して情報収集を励行できた。 

① 情報提供の回数と効果 
② キャリア教育関連行事の回

数と多様性 
③ 進路関連情報収集の励行 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

12 
成
果
・ 

課
題 

○コロナ明けの機会をとらえて、本校として担うべきキャリア教育の機能を取り 

戻し、発展させることができた。 

○新課程入試への対応はまだ不透明なところが多くあるものの、現状における 
あるべき対応を実行することができた。 

▲データの活用については発展途上にあり、分析を教育活動の改善にうまくつな 

げる工夫が今後も求められる。 

 

 総 合 評 価 
 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
 

13 来年度に向けての改善方策案 
・新課程入試が開始される年度にあたり、これまでの教育活動が十全に結果に反映される進路指導体 
制のひな形を確立する。 

・「年内入試５割時代」に伴う教員の負担増に対して、特に推薦入試に係る負担を全職員で負担でき 
る体制づくりを模索する。 

・データの有効活用について、さらなる工夫を重ね、校内のルーティンに位置づける。 

 

Ⅱ 学校関係者評価        実施年月日：令和６年１月３０日 

【意見・要望・評価等】 
 
・生徒のキャリア意識を高める機会が多く設定されていることは、将来の選択肢を広げる意味で有効だ
と感じる。講座の実施に際しては、文化センターとうまく連携がとれた。 

・豊富な外部人材をますます活用していってほしい。多治見北の生徒は卒業後も緊密な関係を築いてい
て、長く頼れる人脈になっている。 



・新課程に伴う入試の変更に適応するための工夫を今後も継続していってほしい。 
・推薦入試の拡大にどう対応するか、悩ましい問題があることが理解できた。 
 

 


